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ご注意書き 

 

１． 本資料に記載されている内容は本資料発行時点のものであり、予告なく変更することがあります。当社製品
のご購入およびご使用にあたりましては、事前に当社営業窓口で最新の情報をご確認いただきますとともに、

当社ホームページなどを通じて公開される情報に常にご注意ください。 
2. 本資料に記載された当社製品および技術情報の使用に関連し発生した第三者の特許権、著作権その他の知的

財産権の侵害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。当社は、本資料に基づき当社または第三者の

特許権、著作権その他の知的財産権を何ら許諾するものではありません。 
3. 当社製品を改造、改変、複製等しないでください。 
4. 本資料に記載された回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報は、半導体製品の動作例、応用例を説

明するものです。お客様の機器の設計において、回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報を使用す

る場合には、お客様の責任において行ってください。これらの使用に起因しお客様または第三者に生じた損

害に関し、当社は、一切その責任を負いません。 
5. 輸出に際しては、「外国為替及び外国貿易法」その他輸出関連法令を遵守し、かかる法令の定めるところに

より必要な手続を行ってください。本資料に記載されている当社製品および技術を大量破壊兵器の開発等の

目的、軍事利用の目的その他軍事用途の目的で使用しないでください。また、当社製品および技術を国内外

の法令および規則により製造・使用・販売を禁止されている機器に使用することができません。 
6. 本資料に記載されている情報は、正確を期すため慎重に作成したものですが、誤りがないことを保証するも

のではありません。万一、本資料に記載されている情報の誤りに起因する損害がお客様に生じた場合におい

ても、当社は、一切その責任を負いません。 
7. 当社は、当社製品の品質水準を「標準水準」、「高品質水準」および「特定水準」に分類しております。また、

各品質水準は、以下に示す用途に製品が使われることを意図しておりますので、当社製品の品質水準をご確

認ください。お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、「特定水準」に分類された用途に当

社製品を使用することができません。また、お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、意図

されていない用途に当社製品を使用することができません。当社の文書による事前の承諾を得ることなく、

「特定水準」に分類された用途または意図されていない用途に当社製品を使用したことによりお客様または

第三者に生じた損害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。なお、当社製品のデータ・シート、デ

ータ・ブック等の資料で特に品質水準の表示がない場合は、標準水準製品であることを表します。 
標準水準： コンピュータ、OA機器、通信機器、計測機器、AV機器、家電、工作機械、パーソナル機器、

産業用ロボット 
高品質水準： 輸送機器（自動車、電車、船舶等）、交通用信号機器、防災・防犯装置、各種安全装置、生命

維持を目的として設計されていない医療機器（厚生労働省定義の管理医療機器に相当） 
特定水準： 航空機器、航空宇宙機器、海底中継機器、原子力制御システム、生命維持のための医療機器（生

命維持装置、人体に埋め込み使用するもの、治療行為（患部切り出し等）を行うもの、その他

直接人命に影響を与えるもの）（厚生労働省定義の高度管理医療機器に相当）またはシステム

等 
8. 本資料に記載された当社製品のご使用につき、特に、最大定格、動作電源電圧範囲、放熱特性、実装条件そ

の他諸条件につきましては、当社保証範囲内でご使用ください。当社保証範囲を超えて当社製品をご使用さ

れた場合の故障および事故につきましては、当社は、一切その責任を負いません。 
9. 当社は、当社製品の品質および信頼性の向上に努めておりますが、半導体製品はある確率で故障が発生した

り、使用条件によっては誤動作したりする場合があります。また、当社製品は耐放射線設計については行っ

ておりません。当社製品の故障または誤動作が生じた場合も、人身事故、火災事故、社会的損害などを生じ

させないようお客様の責任において冗長設計、延焼対策設計、誤動作防止設計等の安全設計およびエージン

グ処理等、機器またはシステムとしての出荷保証をお願いいたします。特に、マイコンソフトウェアは、単

独での検証は困難なため、お客様が製造された最終の機器・システムとしての安全検証をお願いいたします。 
10. 当社製品の環境適合性等、詳細につきましては製品個別に必ず当社営業窓口までお問合せください。ご使用

に際しては、特定の物質の含有･使用を規制する RoHS指令等、適用される環境関連法令を十分調査のうえ、
かかる法令に適合するようご使用ください。お客様がかかる法令を遵守しないことにより生じた損害に関し

て、当社は、一切その責任を負いません。 
11. 本資料の全部または一部を当社の文書による事前の承諾を得ることなく転載または複製することを固くお

断りいたします。 
12. 本資料に関する詳細についてのお問い合わせその他お気付きの点等がございましたら当社営業窓口までご

照会ください。 
 
注 1. 本資料において使用されている「当社」とは、ルネサスエレクトロニクス株式会社およびルネサスエレク

トロニクス株式会社がその総株主の議決権の過半数を直接または間接に保有する会社をいいます。 
注 2. 本資料において使用されている「当社製品」とは、注 1 において定義された当社の開発、製造製品をいい

ます。 
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M65851FP 
ワンチップカラオケプロセッサ 

RJJ03F0144-0201 
Rev.2.01 

2008.01.25 

概要 
カラオケのエコー，キーコントロールをワンチップで構成可能な CMOS LSIです。 

ビデオ CD，ミニコンポ，VTR等にカラオケ機能を搭載するのに適したデバイスです。 

 

特長 
• カラオケシステムに必要なエコー，キーコントロールをワンチップで構成可能 
• エコーは 16Kビット RAM内蔵デジタルディレイを採用，サラウンドにも対応可能 
• キーコントロール–8～+8の 17ステップ (1ステップは半音相当) 
• 制御は，マイコンからのシリアルデータによるキー制御 
• カラオケエンジョイ機能内蔵 

(カラオケ採点，ボーカルカット，イコライザ，サラウンド，曲間検出，ボイスキーコントロール機能) 
• クロックは電流制御型発振回路を内蔵しており，外部にクロックの影響を及ぼさないため，不要幅射の発
生を防止可能 

• 電源投入時，オートリセット回路内蔵 
• 5V単一電源 
 

推奨動作条件 
• 動作電源電圧範囲: VCC = 4.5～5.5V 
• 定格電源電圧: VCC = 5V 
 

システム構成図 
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機能一覧 
M65851FPは以下の機能が内蔵されており，ワンチップでカラオケの全機能が構成可能です。 

設定可否 

機能 説明 
キーコントロール

対応時 
キーコントロール

非対応時 備考 

デジタルエコー 16K SRAM使用 
遅延時間 
100ms, 130ms, 150ms, 200ms 

○ ○ 

デジタル 
キーコントロール 

16K SRAM使用 
–8～+8 半音ステップ 
17段階設定可能 

○ × 

デジタル 
サラウンド 

16K SRAM使用 
デジタルサラウンド 
10ms～50ms 5種類 

△ 
デジタルエコーと

切り替え 

○ 

• キーコントロール対応 
エコーとサラウンドを切り

替えて使用可能 
• キーコントロール非対応時 
エコーとサラウンドを同時

に使用可能 

位相シフタ 
サラウンド 

位相シフタを使用したサラウンド

外付け抵抗調整により効果可変 
○ ○ キーコントロール，エコーと同

時設定可能 

イコライザ バス/トレブル 
–12dB～+12dB/2dBステップ 
13段階設定可能 

○ ○ バス：共振タイプ 
トレブル：フィルタタイプ 

ソース 
セレクタ 

音声多重ソフト対応可能 
L, R, (L+R)/2 
ボーカルカット 
L-R (デジタルサラウンド用) 
キーコントロールバイパス 

○ ○  

採点機能 マイクからのボーカルを採点 ○ ○ リファレンスボーカルとの周波

数比較 

オート 
ボーカル 
サポート 

マイクからの入力がない場合 
自動的にリファレンスボーカルを

出力 

○ ○  

ボイス 
キーコントロール 

マイクからの入力を 
キーコントロールへ入力 

○ × • キーコントロール対応時 
キーコントロールと切り替

え 

曲間検出 ライン系入力の曲間を検出 ○ ○ 無音時キーコントロールの設定

を自動的にリセット 

その他 マイコンインタフェース 
電流制御型発振回路 
オートミュート 
オートリセット 

○ ○  
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ピン配置 
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ピン説明 
ピン 
No. ピン名 機能 I/O 備考 
1 MBPF2 マイクバンドパスフィルタ 2 I 
2 MBPF3 マイクバンドパスフィルタ 3 O 

採点用のマイク系バンドパスフィルタを

構成 

3 LBPF1 ラインバンドパスフィルタ 1 — 
4 LBPF2 ラインバンドパスフィルタ 2 I 
5 LBPF3 ラインバンドパスフィルタ 3 O 

採点用のライン系バンドパスフィルタを

構成 

6 KSIGIN キーコントロール信号入力 I キーコントロールされた信号を入力 
7 KCOUT キーコントロール出力 O キーコントロール信号を出力 
8 KOLPF2 キーコントロール 

出力ローパスフィルタ 2 
O 

9 KOLPF1 キーコントロール 
出力ローパスフィルタ 1 

I 

キーコントロール用 D/A変換後のポスト
フィルタを構成 

10 KHPF2 キーコントロール 
ハイパスフィルタフィルタ 2 

O 

11 KHPF1 キーコントロール 
ハイパスフィルタフィルタ 1 

I 

キーコントロール用ハイパスフィルタを

構成 

12 KCISIG キーコントロール入力信号 — キーコントロールへの入力信号を出力 
13 KILPF1 キーコントロール 

入力ローパスフィルタ 1 
I 

14 KILPF2 キーコントロール 
入力ローパスフィルタ 2 

O 

キーコントロール用 A/D変換前のプリ
フィルタを構成 

15 KADCINTIN キーコントロール 
ADC用積分器入力 

I 

16 KADCINTOUT キーコントロール 
ADC用積分器出力 

O 

17 KADCCONT キーコントロール 
ADC用電流制御 

— 

キーコントロール用 A/Dコンバータを構
成 

18 KDACCONT1 キーコントロール 
DAC用電流制御 1 

— 

19 KDACCONT2 キーコントロール 
DAC用電流制御 2 

— 

20 KDACINTOUT キーコントロール 
DAC用積分器出力 

O 

21 KDACINTIN キーコントロール 
DAC用積分器入力 

I 

キーコントロール用 D/Aコンバータを構
成 

22 REF リファレンス — アナログ基準電圧 ≈ 1/2VCC 
23 AGND1 アナログ GND1 —  
24 AVCC1 アナログ電源 1 — 5Vを印加 
25 KCSEL キーコントロールセレクタ I: CMOS 20kΩ↓ キーコントロール対応/非対応の切り替え
26 SCORETEST1 採点テスト 1 I: CMOS 20kΩ↓ 
27 SCORETEST2 採点テスト 2 I: CMOS 20kΩ↓ 

採点用テスト端子：通常は Hに設定 

28 SCORETEST3 採点テスト 3 O: CMOS 採点用テスト端子：通常使用時は NC 
(または L固定) 

29 MCK マスタクロック — 外付け抵抗で内蔵のクロック生成回路を

制御 
30 VDD デジタル電源 — 5Vを印加 
31 DGND デジタル GND —  

(次頁へ続く) 



M65851FP 

RJJ03F0144-0201  Rev.2.01  2008.01.25  
Page 6 of 32 

 

ピン 
No. ピン名 機能 I/O 備考 
32 DATA データ I: CMOS 

シュミット 50kΩ↓
O: CMOS 

データ入力/出力 

33 CLOCK クロック I: CMOS 
シュミット 50kΩ↓

シフトクロック入力

34 STROBE ストローブ I: CMOS 
シュミット 50kΩ↓

ストローブ入力 

35 REQ リクエスト O: CMOS リクエスト出力 
36 W/RSEL 書き込み/読み出し切り替え I: CMOS 

シュミット 50kΩ↓

マイコン 
インタフェース 

書き込み/読み出し
切り替え 

37 TEST1 テスト 1 I: CMOS 20kΩ↓ 
38 TEST2 テスト 2 I: CMOS 20kΩ↓ 

テスト端子：通常使用時は Lに設定 

39 DOLPF3 ディレイ 
出力ローパスフィルタ 3 

O 

40 DOLPF2 ディレイ 
出力ローパスフィルタ 2 

I 

41 DOLPF1 ディレイ 
出力ローパスフィルタ 1 

— 

デジタルディレイ用 D/A変換後のポスト
フィルタを構成 

42 DDACINTOUT ディレイ 
DAC用積分器出力 

O 

43 DDACINTIN ディレイ 
DAC用積分器入力 

I 

44 DDACCONT ディレイ 
DAC用電流制御 

— 

デジタルディレイ用 D/Aコンバータを構
成 

45 DADCCONT ディレイ 
ADC用電流制御 

— 

46 DADCINTOUT ディレイ 
ADC用積分器出力 

O 

47 DADCINTIN ディレイ 
ADC用積分器入力 

I 

デジタルディレイ用 A/Dコンバータを構
成 

48 DILPF3 ディレイ 
入力ローパスフィルタ 3 

O 

49 DILPF2 ディレイ 
入力ローパスフィルタ 2 

I 

50 DILPF1 ディレイ 
入力ローパスフィルタ 1 

— 

デジタルディレイ用 A/D変換前のプリ
フィルタを構成 

51 DIN ディレイ入力 I デジタルディレイ入力 
52 DISIG ディレイ入力信号 O デジタルディレイへの入力信号を出力 
53 DOUT ディレイ出力 O デジタルディレイ出力 
54 AGND2 アナログ GND2 —  
55 AVCC2 アナログ電源 2 — 5Vを印加 
56 EQR1 Rchイコライザ 1 — 
57 EQR2 Rchイコライザ 2 — 
58 EQR3 Rchイコライザ 3 — 
59 EQR4 Rchイコライザ 4 — 
60 EQRAMPIN1 Rchイコライザ 

オペアンプ入力 1 
I 

61 EQRAMPIN2 Rchイコライザ 
オペアンプ入力 2 

I 

62 EQRAMPOUT Rchイコライザ 
オペアンプ出力 

O 

Rchイコライザを構成 

(次頁へ続く) 
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ピン 
No. ピン名 機能 I/O 備考 
63 ROUT Rch出力 O Rch出力 
64 LOUT Lch出力 O Lch出力 
65 EQLAMPOUT Lchイコライザ 

オペアンプ出力 
O 

66 EQLAMPIN2 Lchイコライザ 
オペアンプ入力 2 

I 

67 EQLAMPIN1 Lchイコライザ 
オペアンプ入力 1 

I 

68 EQL4 Lchイコライザ 4 — 
69 EQL3 Lchイコライザ 3 — 
70 EQL2 Lchイコライザ 2 — 
71 EQL1 Lchイコライザ 1 — 

Lchイコライザを構成 

72 PS2 フェーズシフタ 2 I 
73 PS1 フェーズシフタ 1 I 

位相シフタサラウンドを構成 

74 RIN Rch入力 I Rch入力 
75 LIN Lch入力 I Lch入力 
76 VCFIL ボーカルカットフィルタ I ボーカルカット用ローパスフィルタを構

成 
77 MICIN マイク入力 I マイク入力 
78 LGAIN ライン入力ゲイン I 曲間検出用ゲインを設定 
79 MGAIN マイク入力ゲイン I マイク入力検出用ゲインを設定 
80 MBPF1 マイクバンドパスフィルタ 1 — 採点用のマイク系バンドパスフィルタを

構成 
 
 

絶対最大定格 
項目 記号 定格値 単位 

電源電圧 VCC 6.0 V 
入力電圧 Vi –0.3～VCC+0.3 V 
許容損失 Pd 815 mW 
動作周囲温度 Topr –20～+75 °C 
保存温度 Tstg –40～+125 °C 
 
 

推奨動作条件 
規格値 

項目 記号 Min Typ Max 単位 測定条件 
アナログ電源電圧 VCC 4.5 5.0 5.5 V  
デジタル電源電圧 VDD 4.5 5.0 5.5 V  
アナログ–デジタル電源電圧差 VCC–VDD –0.3 0 0.3 V  

0 — 0.3VDD V 端子 25, 26, 27, 28, 37, 38 L入力電圧 VIL 
0 — 0.8 V 端子 32, 33, 34, 36 

0.7VDD — VDD V 端子 25, 26, 27, 28, 37, 38 H入力電圧 VIH 
VDD–1 — VDD V 端子 32, 33, 34, 36 
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電気的特性 
(指定のない場合は，VCC = 5V, f = 1kHz, Vi = 100mVrms, F0, Ta = 25°C) 

規格値 
項目 記号 Min Typ Max 単位 測定条件 

回路電流 ICC 25 60 90 mA 無信号時 

クロック周波数 fck 6.8 8 9.2 MHz  

10 20 40 kΩ 端子 25～28, 37, 38 プルダウン抵抗 RID 

25 50 100 kΩ 端子 32～34, 36 

“H” 出力電流 IOH — –20 –10 mA 端子 32, 35, VOH = 4.0V 

全体 

“L” 出力電流 IOL 20 34 — mA 端子 32, 35, VOL = 1.0V 

入出力間利得 GV –3 0 +3 dB VOL = 0dB 
出力歪率 THD — 1.3 3 % VO = 100mVrms, 30kHz LPF 
出力雑音電圧 No — –80 –65 dBV JIS-A 
最大出力電圧 Vomax 0.7 1.0 — Vrms THD = 10% 

キー 
コント 
ロール 

ボリューム最大減衰量 VOLATTmax — –60 –40 dB Gain = –∞ 

4.2 10.2 16.2 10ms設定 

8.4 15.4 22.4 15ms設定 

13.5 20.5 27.5 20ms設定 

19.7 28.7 37.7 30ms設定 

40.2 49.2 58.2 50ms設定 

86.3 98.3 110.3 100ms設定 

116 131 146 130ms設定 

128 148 168 150ms設定 

遅延時間 Td 

177 197 217 

ms 

200ms設定 

入出力間利得 GV –3 0 +3 dB VOL = 0dB 

— 0.3 0.6 Td = 10, 15, 20ms, 30kHz LPF 

— 0.5 1.0 Td = 30ms, 30kHz LPF 

— 0.7 1.4 Td = 50ms, 30kHz LPF 

— 1.0 2.0 Td = 100ms, 30kHz LPF 

— 1.5 3.0 Td = 150ms, 30kHz LPF 

全高調波歪率 THD 

— 2.0 4.0 

% 

Td = 200ms, 30kHz LPF 
最大出力電圧 Vomax 0.7 1.0 — Vrms 30kHz LPF, THD = 10% 

— –92 –80 Td = 10, 15, 20, 30, 50ms, 
Vi = 0mVrms JIS–A 

— –87 –72 Td = 100ms, Vi = 0mVrms JIS–A 

— –85 –70 Td = 130, 150ms, Vi = 0mVrms JIS–A 

出力雑音電圧 No 

— –82 –67 

dBV

Td = 200ms, Vi = 0mVrms JIS–A 

— –60 –40 ディレイボリューム, Gain = –∞ 

デジ 
タル 
ディ 
レイ 

ボリューム最大減衰量 VOLATTmax 

— –60 –40 

dB 
フィードバックボリューム, Gain = –∞ 

入出力間利得 GV –3 0 +3 dB 30kHz LPF, ステレオ，エフェクトなし 

出力歪率 THD – 0.05 0.1 % 30kHz LPF, ステレオ，エフェクトなし 

最大出力電圧 Vomax 1.2 1.8 — Vrms 30kHz LPF, THD = 10% 
ステレオ，エフェクトなし 

出力雑音電圧 No — –95 –88 dBV JIS-A, ステレオ，エフェクトなし 

チャネルセパレーション CS — –70 –50 dB ステレオ，エフェクトなし 
Lin = 400Hz, Rout JIS-A 

入力インピーダンス Zi 10 20 40 kΩ  

ライン 
系 

ボーカル除去比 Grej 14 18 — dB ボーカルカット 

最大バス・ブースト量 GBBmax 9 12 15 f = 100Hz 
最大バス・カット量 GBCmax –15 –12 –9 f = 100Hz 
最大トレブル・ブースト量 GTBmax 9 12 15 f = 10kHz 

イコ 
ライザ 

最大トレブル・カット量 GTCmax –15 –12 –9 

dB 

f = 10kHz  
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ディレイブロック 
デジタルエコーまたは，デジタルサラウンドの効果音として使用する遅延信号を生成します。 

構成 

5152 50 49 48 47 46 45 44

LPF LPFADC DAC

Feedback

volume

Delay

16 Kbit RAM

Delay

volume

DLSW1

DLSW21

2

DLSW3

0.1 µ0.1 µ
1.0 µ 0.068 µ

43 42

0.068 µ1000 p

40 39

1000 p
4700 p

41

4700 p

+

+

+

 

 

機能説明 

1. 遅延時間 
エコー，サラウンドで以下のような遅延時間が設定可能です。 

モード 遅延時間 
エコー 100, 130, 150, 200ms 
サラウンド 10, 15, 20, 30, 50ms 
 
2. スイッチ機能表 

モード DLSW1 DLSW2 
1 ON 1 エコー 
2 OFF 2 

サラウンド OFF 1 
 
エコー“1” 
ディレイボリュームをエコーボリュームとして使用する場合 
(ディレイ信号のゲインを変える) 
エコー“2” 
ディレイボリュームをマイクボリュームとして使用する場合 
(入力信号 + ディレイ信号のゲインを変える) 

 
ディレイ信号ミュート DLSW3 

ミュート OFF ON 
ミュート ON OFF 
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3. 入出力 LPF 
入出力の LPF部は下図のような 2次アクティブフィルタの構成になっています。 

4950 48

1000 pF
4700 pF

(41) (40) (39)

1

2
10.5 kΩ

24.9 kΩ

+

−

1

2
10.5 kΩ

24.9 kΩ

1

2
10.5 kΩ

24.9 kΩ

 

 

モード スイッチ選択 カットオフ周波数 
エコー 1 3.0kHz 
サラウンド 2 7.0kHz 
 
4. ボリューム 

ボリューム 設定 
ディレイボリューム +6dB～–12dB/3dBステップ，および–∞の 8段階 
フィードバックボリューム –2dB～–6dB/1dBステップ，および–8dB, –10dB, –∞の 8段階 
 

キーコントロールブロック 
カラオケの伴奏のキーを変化させます。 

また，マイクからの信号を入力した場合，人の声にキーコントロールをかけ，モンキーボイスのような効
果を得ることも可能です。 

また，キーコントロールに対応しない場合は，デジタルエコーとしても使用可能です。 

キーコントロール対応/非対応の切り替え 

25ピン KCSEL 設定 
L キーコントロール対応 
H キーコントロール非対応 
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キーコントロールの構成 

16 Kbit RAM

Key control

LPF ADC DAC LPF

VOL

HPF

25 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 9 8 11 10 7 6

0.068 µ

0.047 µ 0.047 µ

820 p

10 k

4.7 k

3300 p

560 p

15 k

1000 p 1000 p

27 k

2.2 µ

2.2 µ

+

0.068 µ 0.068 µ

1000 p3.9 k

4700 p 5.6 k
15 k10 k

 

 

機能説明 

1. キー変化量 
キーUP  キーDOWN キー変化量 

(1ステップは半音相当) +8 +7 +6 +5 +4 +3 +2 +1 0 –1 –2 –3 –4 –5 –6 –7 –8
 
2. ボリューム 
キーコントロールされた信号のゲインを設定します。 
+4dB～–6dB/2dBステップ，および–10dB, –∞の 8段階 

3. キーコントロールオートリセット 
ライン系信号を曲間検出し，無曲と判定した場合，自動的にキー変化量を“0”にします。(マイコンからの
データにより，ON/OFFを切り替え) 
曲間検出の構成については後述します (採点機能部)。 
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キーコントロール非対応時のエコーへの応用 

キーコントロール非対応時，以下のようなアプリケーションにて，デジタルエコーとして使用可能です。 

16 Kbit RAM

Delay

LPF ADC DAC LPF

VOL

BUF

25 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 9 8 11 10 7 6

0.068 µ 0.068 µ

1000 p

24 k

24 k

4700 p

1000 p

24 k

24 k

2.2 µ

2.2 µ

+

1.0 µ

0.1 µ 0.1 µ

24 k

4700 p

24 k

24 k24 k

100ms, 130ms, 150ms, 200ms

+4 –6dB/2dB –10dB, –∞ 8

( )  

 

位相シフタブロック 
以下のような位相シフタの構成により，サラウンド効果を実現します。 

20 k

–

+

+

–

SW

R ( )

73

72

Lch
Lch

Rch
Rch

20 k20 k

20 k

20 k20 k20 k

20 k

C ( ) = 0.022 µF

 

 

設定 サラウンド効果 
R = 13kΩ 大 
R = 16kΩ 中 サラウンド SW ON 
R = 20kΩ 小 

サラウンド SW OFF なし 
 

Lch, Rch出力は入力にモノラル信号を入力した際には Lch, Rchの位相がほぼ反転し，位相シフタ後の Lch, 
Rch出力信号をミックスすると信号成分が消えてしまいます。 
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イコライザブロック 
イコライザ部は以下のような構成で，バスおよび，トレブルのゲイン調整が可能です。 

–

+

+

–
EQIN

R2
136 k

C1
0.022 µ

(56) (57) (58)

71 70 69

(63)

64

C2
0.47 µ

R1
1.8 k

EQSW1 EQSW2

(59)

68

(62)

EQSW3 EQSW4

EQOUT
C3
0.033 µ

65

 

 

バスはシミュレーティッドインダクタ用アンプを用いた共振回路，トレブルはフィルタ回路の構成であり，
それぞれ，–12dB～+12dB/2dBステップで設定可能です。 

 

バス部共振回路の中心周波数 fOと，Qは以下の数式で得られます。 

fO = (Hz)
1

2π   C1 • C2 • R1 • R2

Q = (C1 • R2) / (C2 • R1)  

 

ボーカルカット 
通常の音楽ソース (ステレオ) から，ボーカルを取り除きます。通常，ボーカルは中心に定位しており，

L, Rチャネルともに同位相，同振幅で入力されています。したがって，Lch–Rchをすることにより，ボーカ
ルをカットすることができます。 

しかし，この場合，定位感のない音楽の低域部まで同時に消えてしまうため，低域部を LPFによってスルー
させ低域部の音感不足を補っています。 

 

ボーカルカット構成 

Lch
+

–

20 k

–

+

20 k

20 k

Rch
20 k

20 k20 k

R 
20 k 76

C
0.15 µ

 

 
内蔵抵抗 R，外付けコンデンサ Cにより LPFを形成しており，R = 20kΩ, C = 0.15µFの場合，カットオフ
周波数は 

fVC = = 53.0 Hz
1

2π CR  
となります。 
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採点機能 
マイクからの入力信号を採点し出力します。 

 

採点出力形態 

採点結果を 0～99点までの得点で出力 

 

機能ブロック図 

BPF

BPF

A/D

A/D

Lch

Rch

MIC

 

 

採点は主に基準周波数比較と音量判定で実施しています。 

 

曲間検出 

曲間検出機能は， 

(1) 入力信号基準レベル比較 
(2) 有曲検出 
(3) 無曲検出 
から構成されています。 

 

1. 入力信号基準レベル比較 
入力信号基準レベル比較回路は，増幅器とレベル比較器で構成されています。 
レベル比較器は，基準レベル以上の信号が入力された場合，内部クロック信号との和によりパルスを出力

します。 

(125 kHz)
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また，増幅器は，下図のように，内蔵抵抗と外付け抵抗によって入力信号のゲインを設定することができ，

レベル比較器の基準レベルを見かけ上調整することが可能です。 

IC

±30%

Lch +

–

R2 = 50 kΩ

GV = (R1 + R2) / R1R1

78

 

 

2. 有曲検出 
入力されている信号が曲であるかどうかの判定をします。 
入力信号を実時間で約 20秒間モニタし，“1. 入力信号基準レベル比較”で得られたパルス信号の数が，4096
個以上であると曲と判定します。 
有曲判定するパルスカウンタは，入力信号をモニタする約 20秒間ごとに，また，“3. 無曲検出”の無曲判
定をした場合にリセットされます。 

20

4096

 

 

3. 無曲検出 
“2. 有曲検出”の有曲判定後，“1. 入力信号基準レベル比較”のレベル検出パルス信号が，実時間で約 3秒
間，1個もない場合，無曲と判定します。 
ただし，無曲検出をしている期間に，“1. 入力信号基準レベル比較”のレベル検出パルス信号が 1個でも
あると，無曲判定のカウンタはリセットされます。 

3
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信号入力部 

信号入力部は，以下のようにバンドパスフィルタの構成になっており，オーディオソース信号の帯域を

ボーカル帯域に絞り込みます。 

+

−

80 1

(3) (4)

2

(5)

C2 = 1500 pF

R1 = 10 kΩ

C1 = 0.15 µF

R2 = 100 kΩ

 

 

低域カットオフ周波数 fcl，高域カットオフ周波数 fchは 
fcl = 1/2π C1R1 = 106Hz fch = 1/2π C2R2 = 1.1kHz 

で表わされ，アンプのゲイン GVは 
GV = R2/R1 = 20dB 

となります。マイク入力部も同様のバンドパスフィルタ構成になっています。 
 

オートボーカルサポート 
カラオケ機能使用時，オーディオ信号ソースセレクタの設定が Lchモノラル (音声多重ソフト時ボーカル
を削除する)，または，ボーカルカット (通常の音楽ソフトのボーカルを削除する) の場合，マイクからの音
声が入力されない際にオーディオソースのボーカル音声を出力し，カラオケ時のボーカルを助ける機能です。 

マイク入力信号有無 ソースセレクタ設定 
有 Lchモノラル ボーカルカット 左記以外 
無 (L+R) / 2 (L+R) / 2 マイク入力有の場合と同じ

 
マイク入力有/無の変化から，ソースセレクタが切り替わるまでの時間は 

アタックタイム (無→有) 0s 

リリースタイム (有→無) 1sまたは 2s 

です。 
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マイク入力信号有無検出タイミング 

 0 s

Ref

(2.5 V) (1.0 V)

 

 

入力信号レベル検出部は，前述の曲間検出と同様に，増幅器を内蔵しており，基準レベルを見かけ上調整
することが可能です。 

IC

±30%

MIC +

–

R2 = 50 kΩ

GV = (R1 + R2) / R1R1

79

 

 

クロック発振回路 
本 ICは電流制御型発振回路を内蔵しており，29ピンの CLKCNTに電流制御用の抵抗を接続するだけで，
発振回路を構成することができます。 

また，クロックを完全内蔵化しており，外部にクロックの影響を及ぼさないので，不要幅射の発生を防止
しています。 

発振周波数は， 

fck = 8MHz 

です。 
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リセット 
電源投入時に自動的にリセットされ，約 120ms後，自動解除されます。 

この際の各モードの設定は以下のようになります。 

機能 初期設定状態 
エコー 遅延時間 150ms 
キーコントロール キー変化無し 
位相シフタ OFF 
イコライザ OFF 
ソースセレクタ ステレオ (キーコントロールバイパス) 
採点機能 OFF 
 
 

マイコンインタフェース 

構成 

マイコンインタフェースは，シリアルバスインタフェースになっており，36ピンの極性によって，デー
タの書き込み/読み出しを切り替えます。 

36ピン W/RSEL 設定 
L マイコン→IC (データ書き込み) 
H IC→マイコン (データ読み出し) 

 

32

DATA CLOCK STROBE REQ W/RSEL

33 34 3635

 

 

データ書き込み 

1. データ入力フォーマット 

D1D0 D3D2 D5D4 D7D6 D9D8 D11D10 D13D12 D15D14DATA

CLOCK

STROBE  
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2. 機能設定 
D0～D1の 2ビットで設定するブロックを選択し，D2～D13の 12ビットで各機能の設定を行ないます。 
D14, D15はチップアドレスであり，D14 = “L”, D15 = “H”のとき有効となります。 

 
D0 D1 D2～D13 D14 D15 
L L エコー/サラウンド設定 チップアドレス

L H キーコントロール設定 L H 
H L イコライザ/位相シフタ設定   
H H ラインミキシング/その他設定  

 
(1) エコー/サラウンド設定 

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 D8 D9 D10 D11 D12 D13 D14 D15

L L エコー/ 

サラウンド 

エコー 
遅延時間 

サラウンド 
遅延時間 

ディレイ 
ボリューム 

フィードバック 
ボリューム 

L H 

 
機能 D2 D3 D4 D5 D6 D7 設定 

L — — — — — エコー エコー/サラウンド
切り替え H — — — — — サラウンド 

キーコントロール

非対応時は H設定

— L L — — — 100ms 
— H L — — — 130ms 
— L H — — — 150ms 

エコー 
遅延時間設定 

— H H — — — 200ms 
— — — H L L 10ms 
— — — L H L 15ms 
— — — H H L 20ms 
— — — L L H 30ms 

サラウンド 
遅延時間設定 

— — — H L H 50ms 
 
機能 D8 D9 D10 D11 D12 D13 設定 

H H H — — — +6dB 
H H L — — — +3dB 
H L H — — — 0dB 
H L L — — — –3dB 
L H H — — — –6dB 
L H L — — — –9dB  
L L H — — — –12dB 

ディレイ 
ボリューム設定 

L L L — — — –∞ 
— — — H H H –2dB 
— — — H H L –3dB 
— — — H L H –4dB 
— — — H L L –5dB 
— — — L H H –6dB 
— — — L H L –8dB 
— — — L L H –10dB 

フィードバック 
ボリューム設定 

— — — L L L –∞ 
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(2) キーコントロール設定 
D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 D8 D9 D10 D11 D12 D13 D14 D15

L H オート 
リセット 

VSC/
VMC

キー変化量 キーコントロール 
ボリューム 

ディレイ 

ボリューム 

選択 

ディレイ

信号 

ミュート 

L H 

 
機能 D2 D3 D4 D5 D6 D7 D8 設定 

L — — — — — — オートリセット OFF キーコントロール 
オートリセット H — — — — — — オートリセット ON 

— L — — — — — VMCモード キーコントロール

モード設定 — H — — — — — VSCモード 
— — H H L L L +8 
— — H L H H H +7 
— — H L H H L +6 
— — H L H L H +5 
— — H L H L L +4 
— — H L L H H +3 
— — H L L H L +2 
— — H L L L H +1 
— — L L L L L 0 
— — L L L L H –1 
— — L L L H L –2 
— — L L L H H –3 
— — L L H L L –4 
— — L L H L H –5 
— — L L H H L –6 
— — L L H H H –7 

キー変化量設定 

— — L H L L L –8 
 
機能 D9 D10 D11 設定 

H H H +4dB 
H H L +2dB 
H L H 0dB 
H L L –2dB 
L H H –4dB 
L H L –6dB 
L L H –10dB 

キーコントロール

ボリューム設定 
(キーコントロール
非対応時は 
エコーボリューム) 

L L L –∞ 
 
機能 D12 D13 設定 

L — エコーボリュームとして使用 ディレイ 
ボリューム選択 H — マイクボリュームとして使用 

— L ミュート OFF ディレイ信号 
ミュート — H ミュート ON 
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(3) イコライザ/位相シフタ設定 
D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 D8 D9 D10 D11 D12 D13 D14 D15

H L オートボーカ

ルサポート 
位相シフタ イコライザ 

トレブル 
イコライザ 
バス 

L H 

 
機能 D2 D3 D4 D5 設定 

L — — — OFF 
H — — — ON 
— L — — リリースタイム 1s 

オートボーカル 
サポート 
(エコーモード設定
時のみ有効) — H — — リリースタイム 2s 

— — L L OFF 
— — H L サラウンド効果 小 
— — L H サラウンド効果 中 

位相シフタ 
サラウンド設定 

— — H H サラウンド効果 大 
 
イコライザトレブル設定 

D6 D7 D8 D9 ボリューム (dB) 
H H H L +12 
H H L H +10 
H H L L +8 
H L H H +6 
H L H L +4 
H L L H +2 
L L L L 0 
L L L H –2 
L L H L –4 
L L H H –6 
L H L L –8 
L H L H –10 
L H H L –12 

 
イコライザバス設定 

D10 D11 D12 D13 ボリューム (dB) 
H H H L +12 
H H L H +10 
H H L L +8 
H L H H +6 
H L H L +4 
H L L H +2 
L L L L 0 
L L L H –2 
L L H L –4 
L L H H –6 
L H L L –8 
L H L H –10 
L H H L –12 
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(4) ラインミキシング/その他設定 
D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 D8 D9 D10 D11 D12 D13 D14 D15
H H ソースセレクタ キーコント

ロールバイパ

ス 

キーコント

ロールミキシ

ング 

ディレイ 
ミキシング

採点 ボイス 

キーコント 

ロール 

L H 

 
機能 D2 D3 D4 D5 D6 設定 

L — — ディレイブロックへの

入力設定 L–R 
L L 

H — — 
ステレオ

ディレイブロックへの

入力設定(L+R)/2 
L H — — — Lchモノラル 
H L — — — Rchモノラル 

ソースセレクタ 

H H — — — ボーカルカット 
— — — L — バイパス OFF (キーコントロール回

路を通る) キーコントロール

バイパス — — — H — バイパス ON (キーコントロール回路
を通らない) 

— — — — L ミキシング OFF (SSSW10 = “2”) キーコントロール

ブロック信号 
ラインミキシング

切り替え 

— — — — H ミキシング ON (SSSW10 = “1”) 

 
ソースセレクタとキーコントロールバイパスの関係 

D2 D3 
キーコントロール 
バイパス ON時 

キーコントロール 
バイパス OFF時 

L L ステレオ (L+R)/2 
L H Lchモノラル Lchモノラル 
H L Rchモノラル Rchモノラル 
H H ボーカルカット ボーカルカット 

 
 

機能 D7 D8 D9 D10 D11 D12 D13 設定 
L — — — — — — ミキシング OFF 
H L — — — — — ミキシング ON (L, R同相) 

ディレイ信号 
ラインミキシン

グ切り替え H H — — — — — ミキシング ON (L, R逆相) 
— — L — — — — 採点機能 OFF 
— — H — — — — 採点機能 ON 
— — — L — — — 採点結果を無曲判定後出力 
— — — H — — — 採点結果を任意のタイミング

で出力 
— — — — L — — 内蔵の有曲/無曲判定で採点* 

スタート/ストップを制御 
— — — — H L — 採点 

ストップ 

採点機能 

— — — — H H — 

マイコンからの

データで採点 
スタート/ストッ
プを制御* 

採点 
スタート 

— — — — — — L OFF ボイスキー 
コントロール — — — — — — H ON 
【注】 採点のスタート/ストップ制御について 
 1. 内蔵の有曲/無曲判定による制御 (D11 = “L”) 

内蔵の曲間検出回路で，有曲と判定された瞬間に採点は開始され，その後無曲と判定されると，終了します。 
 2. マイコンからのデータによる制御 (D11 = “H”) 

D12が“L”のとき，採点は停止しており，“L”から“H”に変わると採点が開始され，D12 = “H”の間動作していま
す。D12が再び“L”となると採点は停止します。 
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データ読み出し (採点結果出力) 

1. 採点結果を内蔵の無曲判定後に出力する場合 
カラオケの曲が終了し，曲間検出で無曲と判定されると，採点が終了し，35ピン REQに“H”パルスを出
力します。 
その後，マイコンからの信号 36ピン W/RSELを“L”から“H”に切り替え，ICをデータ読み出し状態にす
ると 33ピン CLOCKの立ち上がりに同期してデータを読み出すことができます。 

 

REQ
( )

W/RSEL
( )

250 ns

( 1 )

CLOCK
( )

D1D0 D2 D13 D14 D15DATA
( )  

 

2. 採点結果を任意のタイミングで出力する場合 
36ピン W/RSELを“L”から“H”に切り替え，ICをデータ読み出し状態に設定します。その後，33ピン 
CLOCKの立ち上がりに同期してその時の採点結果のデータを読み出すことができます。 

 

W/RSEL
( )

250 ns

( 1 )CLOCK
( )

D1D0 D2 D13 D14 D15DATA
( )

 

 

3. データフォーマット 
D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 D8 D9 D10 D11 D12 D13 D14 D15

 有曲/
無曲

情報 
(MSB)

採点結果出力 
(2進数表示) (LSB)

 
D8 : 有曲/無曲情報 有曲 = “H”，無曲 = “L” 
D9～D15 : 採点結果出力 D9 D10 D11 D12 D13 D14 D15 
 例 78点 H L L H H H L 
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データ入力・出力タイミング 
1. データ入力タイミング 

t2t1

t10t9t8t3
t4 t5

t7

t1

t6

t2

t1, t2

32 DATA

33 CLOCK

34 STROBE

 

 

規格値 
項目 記号 Min Typ Max 単位 

データの立ち上がり時間 t1 — — 500 ns 
データの立ち下がり時間 t2 — — 500 ns 
SCKクロック幅 t3 250 — — ns 
SCK “L” パルス幅 t4 100 — — ns 
SCK “H” パルス幅 t5 100 — — ns 
SDATAセットアップタイム t6 100 t3/2 — ns 
SDATAホールドタイム t7 100 t3/2 — ns 
STROBE立ち上がりホールドタイム t8 200 — — ns 
STROBE “H” パルス幅 t9 100 — — ns 
SCKセットアップタイム t10 100 — — ns 
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2. データ出力タイミング 
(1) 採点結果を内蔵の無曲判定後に出力する場合 

REQ
( )

W/RSEL
( ) t2

t1
t3

3s

CLOCK
( )

D1D0 D2 D13 D14 D15DATA
( )

DATA CLOCK  

 

規格値 
項目 記号 Min Typ Max 単位 

REQ立ち上がりホールドタイム t1 400 — — µs 
W/RSEL立ち上がりホールドタイム t2 400 — — ns 
W/RSEL立ち下がりホールドタイム t3 250 — — ns 
 
【注】* CLOCKのタイミングについては 1.の入力タイミングと同様です。 
 W/RSELのデータの立ち上がり時間，立ち下がり時間については 1.の入力タイミングと同様です。 
 REQ端子は CLOCKの立ち上がりを 16回カウントした時点で，立ち下がります。 
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(2) 採点結果を任意のタイミングで出力する場合 

DATA CLOCK

W/RSEL
( ) t3

t1 t2CLOCK
( )

D1D0 D2 D13 D14 D15DATA
( )

 

 

規格値 
項目 記号 Min Typ Max 単位 

REQ “H” パルス幅 t1 100 — — ns 
W/RSEL立ち上がりウェイトタイム t2 400 — — µs 
W/RSEL立ち下がりホールドタイム t3 250 — — ns 
 
【注】 CLOCKのタイミングについては 1.の入力タイミングと同様です。 
 W/RSELのデータの立ち上がり時間，立ち下がり時間については 1.の入力タイミングと同様です。 
 DATAを正確に読み出すために，W/RSELは DATA読み出し前に t1-t2の立ち上げ，立ち下げを行な
うようお願いいたします。 

 採点結果を任意のタイミングで出力する設定とした場合には，W/RSELの入力が変化した際には，
REQ端子はW/RSELに同期したパルスが出力されます。 
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信号伝達ブロック図 
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スイッチ機能対応表 
1. ソースセレクタスイッチ 

SSSW1～SSSW3 
機能 SSSW1 SSSW2 SSSW3 

(L+R)/2 1 1 2 
L-R 1 2 1 
ボーカルカット 2 1 3 
上記以外 (ステレオ/Lモノ/Rモノ) 1 2 3 

 
2. モノラル信号セレクタスイッチ 

SSSW4～SSSW5 
機能 SSSW4 SSSW5 

L 1 1 
R 3 1 
(L+R)/2, L-R ボーカルカット 2 1 
MIC 他のスイッチ設定に

よる 
2 

ステレオ (効果なしの場合) 4 1 
 
3. キーコントロールバイパス切り替えスイッチ 

SSSW6 
機能 SSSW6 

キーコントロールバイパス 1 
キーコントロール ON 2 

 
4. ステレオ/モノラル切り替えスイッチ 

SSSW7～SSSW8 
機能 SSSW7 SSSW8 

ステレオ (キーコントロールバイパス) 1 2 
モノラル (位相シフタ ON) 3 1 
モノラル (位相シフタ OFF) 2 1 

 
5. エコー/サラウンド切り替えスイッチ 

SSSW9 
機能 SSSW9 

サラウンド 1 
エコー 2 

 
6. キーコントロールブロック信号ラインミキシング切り替えスイッチ 

SSSW10 
機能 SSSW10 

ミキシング ON 1 
ミキシング OFF 2 
ミキシング ONは，マジックボイス時または，キーコントロール部をエコーとして使用する場合のみ 
 
7. ディレイブロック信号ラインミキシング切り替えスイッチ 

SSSW11, SSSW12 
機能 SSSW11 SSSW12 

ミキシング ON (L, R同相) 1 1 
ミキシング ON (L, R逆相) 1 2 
ミキシング OFF 2 3 
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ご使用上の注意 (参考) 

入出力信号レベル 

本 ICは，位相シフタ，エコーミキシング，イコライザ等を使用した場合，入力信号レベルと，ヘッドルー
ム，S/N等の関係は下表のようになりますので，下表をご参考の上，入力信号レベル，イコライザ範囲を設
定してください。 

入力基準レベル イコライザゲイン設定 ヘッドルーム S/N 
150mVrms 0dB 10.6dB 78.5dB 
100mVrms +6dB 8.1dB 75dB 
100mVrms +12dB 2.1dB 75dB 
50mVrms +12dB 8.1dB 69dB 

 

ヘッドルーム改善 

上記のように，イコライザのゲインを大きく設定するとヘッドルームが狭くなってしまいますが，イコラ
イザ部に用いる最終段のオペアンプを，下図のように，外付けのオペアンプを使用することで，ヘッドルー
ムの改善が可能です。 

+

−

+

−

71 70 69 68 67 66 65 64

M5218AP

 VCC2

VCC2

2

(63)(62)(61)(60)(59)(58)(57)(56)

0.47 µ0.022 µ

136 k

+

−

0.033 µ

1.0 µ 1.0 µ

1.0 µ

EQIN

1.8 k

150 k
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外付けのオペアンプにM5218APを使用した場合，電源電圧，入力信号レベルと，ヘッドルーム，S/Nの関
係は以下のようになります。 

VCC2 入力基準レベル 
イコライザ 
ゲイン設定 ヘッドルーム S/N 

+6dB 8.1dB 78.5dB 150mVrms 
+12dB 2.1dB 78.5dB 
+6dB 11.6dB 75dB 

9V 

100mVrms 
+12dB 5.6dB 75dB 
+6dB 10.6dB 

(M65851FPで決まる) 
78.5dB 150mVrms 

+12dB 8.1dB 78.5dB 
+6dB 14.1dB 

(M65851FPで決まる) 
75dB 

15V 

100mVrms 

+12dB 11.6dB 75dB 
150mVrms +12dB 10.6dB 

(M65851FPで決まる) 
78.5dB 20V 

100mVrms +12dB 14.1dB 
(M65851FPで決まる) 

75dB 
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応用回路例 

25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40

80 79 78 77 76 75 74 73 72 71 70 69 68 67 66 65

Test

LPFGNDVDD
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interface
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reset

KARAOKE
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56

55

54

53

52

51

50

49

48

47

46

45

44

43

42

41

G
N

D
V

C
C

Logic

+

+ +

+

+

VOL

+

Delay
Score

Keycon

16 Kbit

SRAM

16 Kbit

SRAM

Gain

0.15 µ

0.15 µ

1500 p

1500 p

2.2 µ

560 p

15 k

3.9 k

27 k

5.6 k

4700 p

1000 p

1000 p

1000 p

2.2 µ
10 k

4.7 k
3300 p

10 k

820 p

0.047 µ

0.068 µ

0.068 µ

0.068 µ

0.047 µ

15 k
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本資料ご利用に際しての留意事項
１．　本資料は、お客様に用途に応じた適切な弊社製品をご購入いただくための参考資料であり、本資料中に記載の技術情報について弊社または第三者の知的財産権
    　その他の権利の実施、使用を許諾または保証するものではありません。
２．　本資料に記載の製品データ、図、表、プログラム、アルゴリズムその他応用回路例など全ての情報の使用に起因する損害、第三者の知的財産権その他の権利に
    　対する侵害に関し、弊社は責任を負いません。
３．　本資料に記載の製品および技術を大量破壊兵器の開発等の目的、軍事利用の目的、あるいはその他軍事用途の目的で使用しないでください。また、輸出に際し
　　ては、「外国為替および外国貿易法」その他輸出関連法令を遵守し、それらの定めるところにより必要な手続を行ってください。

４．　本資料に記載の製品データ、図、表、プログラム、アルゴリズムその他応用回路例などの全ての情報は本資料発行時点のものであり、弊社は本資料に記載した
    　製品または仕様等を予告なしに変更することがあります。弊社の半導体製品のご購入およびご使用に当たりましては、事前に弊社営業窓口で最新の情報を
　　　ご確認いただきますとともに、弊社ホームページ(http://www.renesas.com)などを通じて公開される情報に常にご注意ください。
５．　本資料に記載した情報は、正確を期すため慎重に制作したものですが、万一本資料の記述の誤りに起因する損害がお客様に生じた場合においても、弊社はその
　　責任を負いません。

６．　本資料に記載の製品データ、図、表などに示す技術的な内容、プログラム、アルゴリズムその他応用回路例などの情報を流用する場合は、流用する情報を単独
　　で評価するだけでなく、システム全体で十分に評価し、お客様の責任において適用可否を判断してください。弊社は、適用可否に対する責任は負いません。

７．  本資料に記載された製品は、各種安全装置や運輸・交通用、医療用、燃焼制御用、航空宇宙用、原子力、海底中継用の機器・システムなど、その故障や誤動作
      が直接人命を脅かしあるいは人体に危害を及ぼすおそれのあるような機器・システムや特に高度な品質・信頼性が要求される機器・システムでの使用を意図し
　　て設計、製造されたものではありません（弊社が自動車用と指定する製品を自動車に使用する場合を除きます）。これらの用途に利用されることをご検討の際

      には、必ず事前に弊社営業窓口へご照会ください。なお、上記用途に使用されたことにより発生した損害等について弊社はその責任を負いかねますのでご了承
　　願います。

８．  第７項にかかわらず、本資料に記載された製品は、下記の用途には使用しないでください。これらの用途に使用されたことにより発生した損害等につきまして
      は、弊社は一切の責任を負いません。
　　　  １）生命維持装置。
　　　  ２）人体に埋め込み使用するもの。
　　　  ３）治療行為（患部切り出し、薬剤投与等）を行うもの。
　　　  ４）その他、直接人命に影響を与えるもの。
９．  本資料に記載された製品のご使用につき、特に最大定格、動作電源電圧範囲、放熱特性、実装条件およびその他諸条件につきましては、弊社保証範囲内でご使
　　用ください。弊社保証値を越えて製品をご使用された場合の故障および事故につきましては、弊社はその責任を負いません。

１０．弊社は製品の品質および信頼性の向上に努めておりますが、特に半導体製品はある確率で故障が発生したり、使用条件によっては誤動作したりする場合があり 
      ます。弊社製品の故障または誤動作が生じた場合も人身事故、火災事故、社会的損害などを生じさせないよう、お客様の責任において冗長設計、延焼対策
      設計、誤動作防止設計などの安全設計（含むハードウェアおよびソフトウェア）およびエージング処理等、機器またはシステムとしての出荷保証をお願いいた
　　します。特にマイコンソフトウェアは、単独での検証は困難なため、お客様が製造された最終の機器・システムとしての安全検証をお願いいたします。

１１．本資料に記載の製品は、これを搭載した製品から剥がれた場合、幼児が口に入れて誤飲する等の事故の危険性があります。お客様の製品への実装後に容易に本 
      製品が剥がれることがなきよう、お客様の責任において十分な安全設計をお願いします。お客様の製品から剥がれた場合の事故につきましては、弊社はその責
      任を負いません。
１２．本資料の全部または一部を弊社の文書による事前の承諾なしに転載または複製することを固くお断りいたします。
１３．本資料に関する詳細についてのお問い合わせ、その他お気付きの点等がございましたら弊社営業窓口までご照会ください。
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※営業お問い合わせ窓口の住所・電話番号は変更になることがあります。最新情報につきましては、弊社ホームページをご覧ください。
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